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(亀岡市余部町宝久保1-1)
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@古民家『NANTAN交流の家』
(南丹市園部町埴生垣内１４)



地域活動の広げ方
～京都丹波地域の活動事例から～

講師 / 永井 美佳 氏

1.20

第1回

14時～16時

令和5年度に、関西2府3県の中間支援組織がコンソーシアムを結成し、
「孤独・孤立対策」活動を行う団体に対して、個別伴走支援や小規模NPOの
ネットワーク形成を行っています。

そのサポート実績など、永井さんの現在までのご経験をもとに、

・資金、人などの経営資源不足

・団体間連携体制が不十分

・広報や財務などの組織・運営体制が脆弱 など、

地域活動を継続する上での抱えやすい課題、対策事例を学びます。

SAT

地域活動の課題あるある
～継続的な事業運営のコツとは～

社会福祉法人大阪ボランティア協会 常務理事・事務局長

2.3

第2回

13時～16時

SAT

講師 / 藤田 理恵 氏

京都丹波地域で精力的に活動している2団体をゲストスピーカーに
お招きし、住んでいる地域を住民がより良くする活動を行うにあたって
大切にしていることや他団体とのつながり方など、京都丹波地域で
活動を行う上でのヒントをいただきます。
また、ゲストスピーカーの話題提供から得たヒントをもとに、
これからの皆さんの活動や組織について考えるワークショップを行います。

青のたすき 代表

講師 / 榎本 聡子 氏

古民家『NANTAN交流の家』・
農産加工施設『手つなぎ工房』管理人

お問合せ：
特定非営利活動法人きょうとNPOセンター
電話：075-744-0944 FAX：075-744-0945 メール：office@kyoto-npo.org

特定非営利活動法人きょうとNPOセンター
きょうと NPO センターは主に京都府内に活動の本拠を置く、
民間非営利活動団体(NPO) の運営又は活動に関する連絡、
助言又は援助の活動を行い、これらの団体の分野を越えた
水平的なネットワークの拠点としての役割を果たすとともに、
NPO 活動の基盤整備を進めて行くことを目的としています。

京都府京都丹波パートナーシップセンター

京都丹波地域（亀岡市・南丹市・京丹波町）の行政機関や
大学、NPO等による協働を推進し、地域活動団体の相互

交流や自発的な活動を支援する拠点です。

コーディネーター / 齋藤 明秀 氏
（特定非営利活動法人きょうとNPOセンター・スタッフ/

亀岡市まちづくり協働推進委員会委員）

地域資源を活用した農産加工製造を行いながら、
太陽光発電自作教室、醤油仕込、トークセッション
『本音の田舎暮らし』等、田舎ならではの
人と人とのつながりを生かしたイベントを企画。
物々交換でつながる『さまさま市』主催。第9回目を
2023年11月に南丹市で開催。子育て世代を中心に2千人来場。

札幌市出身。 2010年亀岡市東本梅町に移住。
「森の自然こども園東本梅」サポート団体
「わの会」の事務局を務める中で、地域の課題や魅力・
人財に触れ、さらに広く深く自由に地域と関わりたいという
思いから2022年「青のたすき」を設立。
亀岡市立青野小学校区（東本梅町・宮前町）を子育てが面白い
地域・将来子どもたちが帰ってきたくなる地域にする活動を模索中。


